
（別紙１） 

「オールオホーツクで学力向上を！」ロードマップ 
 
＜年度末における「目指す子どもの姿」（ゴールイメージ）＞ 

・全国水準以上の学力を身に付けた生徒（各種学力調査）。・家庭学習に１時間以上取り組む生徒（８０％以上）。・夢や目標を持つ生徒（８０％以上）。 

【年度末からの引継ぎの状況】  
（
新
年
度
の
体
制
づ
く
り
を
踏
ま
え
、
第Ⅰ

期
に
お
け
る
取
組
の
重
点
を
決
め
る
。） 

【第Ⅰ期：４月～評価】 【
学
校
評
価
】（
学
校
評
価
を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
題
を
記
入
す
る
。） 

【第Ⅱ期：８月～評価】 【
学
校
評
価
】（
学
校
評
価
を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
題
を
記
入
す
る
。） 

【年度末：次年度への引継ぎ】 
【
電
話
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
報
告
】（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
次
年
度
の
取
組
を
記
入
す
る
。） 

取
組
の
重
点 

① 学習環境の充実 
② 授業改善に向けた取組 
③ 家庭との連携 
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② 授業改善に向けた取組 ③ 家庭との連携 

③ 家庭との連携  

具
体
的
取
組
内
容 

①  教室環境の整備 
・掲示の統一 
・個人棚の整理整頓 
【教務：●●・●●】 

②-1 課題とまとめの正対 
  【研修：●●】 
②-2 自己肯定感を高める授 
  業【研修：●●】 
③  自主的に取り組む家庭

学習の充実【教務：●●】 

具
体
的
取
組
内
容 

①-1 教室環境の整備（掲示物等） 
【教務：●●】 

①-2 学習のきまりの整理と定着 
【教務：●●】 

②-1 課題とまとめの正対【研修：●●】 
②-2 自己肯定感を高める授業づくり 

【研修：●●】 
③  家庭学習の充実【教務：●●】 

②-新 次期学習指導要領の趣旨を踏ま
えた授業研究【研修：●●】 

②-2 自己肯定感を高める授業づくり 
【研修：●●】 

③  家庭学習の充実【教務：●●】 

具
体
的
取
組
内
容 

①-1個人棚と共有棚の使用 
  法の整理 
①-2学習のきまりの整理と 
  定着 
②-1「主体的・対話的で深い 

学び」の授業の実践 
②-2自己肯定感を高める指 
  導（キャリア学習） 
③帰りの会で、その日の家庭 
学習の計画を立てる取組 
の定着 

②-新 「主体的・対話的で深い学び」に
関する授業研究を推進する。 

②-2 自己肯定感を高める指導の学年
ごとの検討・実践・検証を継続する。 

  （学校経営方針に基づき、目指す生
徒像に一層迫る。学年差を減らす。） 

③  「マイ・スタディプラン」を後期
から全ての学級で定着させる。 

目
標
指
標 

 
 

①  年度当初に教室の基本設計につい
て統一する。 

②-1 全ての授業で、本時の学習課題と
正対したまとめを位置づける。 

②-2 自己肯定感を高める指導を学年ご
とに検討・実践・検証する。 

③  全ての学級で帰宅後の家庭学習計
画を帰りの会で立てる取組を行う。 

目
標
指
標 

①  全ての学級で教室掲示
を整える。（統一） 

②-1 全ての授業で、本時の
学習課題と正対したまと
めを板書で明示する。 

②-2 自己肯定感を高める方
策を授業で実践する。 

③-1 毎日、帰りの会にその
日の家庭学習を設計する。 

③-2 習熟度別少人数指導の
成果を他教科に反映させ
る。 

目
標
指
標 

①-1全ての学級で個人棚と 
共有棚の使用法を整え 
る。（統一） 

①-2学習のきまりを明文化 
し、全教員が指導できる 
ようにする。 

②-1質問紙「自分で考え自 
分から取り組む」、「話し 
合う活動を通じて」共に 
85％。 

②-2質問紙「夢や目標を持 
つ生徒」8０％。 

③ 質問紙「1時間以上の勉 
強」80％。 

○職員全体でピクトグラムの実現に向
け有効と思われる手立ての探究に取り
組んだ。（研修活動） 
○次期学習指導要領の単元指導・評価計
画の作成を行っている。 
●「よいところがある：81.9％」「夢や
目標がある：75.9％」と今一歩（質問紙） 
●「1時間以上の勉強」は質問紙68.3％、
独自調査73.6％。帰りの会に「自分で計
画を立てる」活動を継続していく。 

成
果
と
課
題 

○年度当初計画に基づき概ね設計されて
おり維持できている。（学校運営会議） 
〇どの授業でも、課題と正対したまとめ
を意識した実践が概ねできている。 
○「よいところがある：80.4％」「夢や目
標がある：78.4％」と高結果（質問紙） 
●「１時間以上の勉強」は質問紙70.0％、
独自調査65.8％。「自分で計画を立てて」
学ぶことに課題がある。（質問紙等） 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・前年度サポート問題を臨時
休業中の課題として取り組ま
せ、学習内容の定着を図る。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・１学期末問題に全学年全教科で取り組
み、集計結果を活用しながらサポート問
題に授業で取り組ませ、学習内容の定着
を図る。 

・2学期末問題に全学年全教科で取り組
み、集計結果を活用しながらサポート問
題に授業で取り組ませ、学習内容の定着
を図る。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・学年末問題に全学年全教
科で取組み、集計結果を活用
しながらサポート問題に授
業で取り組ませ、学習内容の
定着を図る。 
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